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国際農林水産業研究センターの

発足にあたって 一新たなる挑戦一

国際農林水産業研究センタ一所長 員 :7J 
J口 圭

1993年10月1日をもちまして熱帯農業研究センター

は、 1970年の創設以来23年間の使命を全うし、その歴

史の幕を閉じることとなりました。熱帯農業研究セン

ターは、熱帯・亜熱帯農業の研究・技術の発展に大き

な役割を果たしてきましたが、多くの国々の研究機関

をパートナーとした共同研究の成果は常に高い評価を

受けてきました。この問、熱研に在籍し研究、あるい

は支援に従事された諸先輩、また広範にわたる研究括

動を支援していただいた農業、林業分野の研究機関、

さらには諸外固め研究パートナーの各位の御協力に対

し深い敬意と謝意を表します。

新しく発足します国際農林水産業研究センターは、

現時点の国際情勢に対応して農業研究・技術を通した

我が国の国際貢献の拠点として新生するものです。

研究分野も農業研究はもとよりのこと林業分野を強

化し、さらに水産研究を加え、まさに農林水産の全方

位の研究体制でスター トします。これは、農林水産省

に所属する全研究機関の強力なパックア yプのもとに

初めて可能になる研究陣容と言うことができます。

また、研究の対象地域も、従来から蓄積のある熱帯

．亜熱帯の諸国から開発途上地域全般を対象とした研

究協力を展開して行くこととしています。具体的には、

現在進行中の熱帯・亜熱帯諸国に温帯及び冷涼帯を加

えて、中南米高緯度地帯、中国東北部・モンゴル及び

中央アジアなどの諸問題にも取り組んで、行く予定です。

研究分野の拡大、研究地域の広がりについては上に

述べたようなことですが、実際の研究を進める上での

考え方も大きく変えてゆく必要があります。代表的な

数例を以下に並べてみます。

1 ）「点」的な研究から 「面」的な研究への移行

従来は、単独技術の研究及び周辺技術を組み合わせ

た総合的研究を深めることで農業上の個々の問題を解

決してきましたが、食料の持続的生産、近年の地球規

模での環境問題、特に干は、つ、過耕作、過放牧による

農耕草地の砂漠化現象、熱帯林の減少等の規模の大き

い問題の解決にあたっては、さらに広域にわたる異分
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野の技術を総合的に取り込み、体系化された技術とし

て組み立てることにより、研究協力、成果の移転を進

めてゆく必要があります。

研究対象の広がりに対応するためのプロジェクト研

究の取り組みも自ずと変わり、そのスタートに際して、

研究対象国のニーズの把握、共同研究に必要な社会科

学的調査、さらに導入すべき技術の体系化などの諸研

究業務の緊密な連携のもとに進めることになります。

2）圏内研究体制の充実強化

海外において展開きれる研究を強力に支援するため

の国内研究体制の充実強化が必要になり、バイオテク

ノロジ一、砂漠化研究のためのシミュレーション実験

等の施設の整備を進めています。

3）情報システムの整備

開発途上地域における農林水産業の情報の整理 ・分

析を通して、当該国における研究協力を効率的に進め

るための情報システムの整備が必要になります。社会

科学分野の調査研究め強化と自然科学的な研究とのマ

ッチングにより、さらに効率的な面的広がりを持つ研

究が可能になると思われます。

4 ）招へい型研究及び研修機能の充実

すでに沖縄支所において先行している招へい型研究

及び各種の研修などにより、人を通じた国際貢献の機

能を充実させてゆく必要性を感じています。

5 ）各種機関との連携強化

研究を効果的に進めるにあたっては、農林水産省の

行政部局及び研究機関、 CGIAR (Consultative 

Group on International Agricultural Research) 

傘下の国際研究機関、国際協力事業団、途上国の問題

解決を目的とした先進国研究機関との協力など、多面

的な連携を強化してゆくことが必須のことと思います。

国際農林水産業研究センターは、農林水産業におけ

る研究活動を通して、地球規模での環境の保全、食料

の安定的供給に貢献し、広〈人類の生活、文化の向上

等の国際社会の発展に貢献することを使命としていま

す。

。
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国際農林水産業研究センターの

開設にあたって

農林水産技術会議会長

このたび、「熱帯農業研究センター」が改組されて

新たに「国際農林水産業研究センター」が発足するこ

ととなったことは、農林水産分野における国際的研究

の前進にとって貴重な足場を築くことができるものと、

心からの祝福を感ずるとともに、その責任の重さに応

える活躍を期待して止まない気持ちでおります。

この 「国際農林水産業研究センター」が設立される

ことになった背景には、農林水産業における国際化対

応を如何にして進めるか、という差し迫った農政上の

課題があるものと考えています。ウルグアイラウンド

交渉の進展とともに、我が国農政の在り方についても、

従来以上に国際的な位置つ、けと役割を明らかにするこ

とが必要となっているわけですが、農林漁業の国際化

ということは、ただ単に農林水産物市場の開放という

ことではなくて、国際的な農林漁業の現状と将来の展

望を踏まえた上で、国内的、国際的な政策的対応を構

築して行く、ということであろうと思います。

そのためにはまず、国際的な農林漁業の現状と将来

についての、総合的かつ地域ごとの具体的な海外情報

の収集とその分析研究に取り組まれなけれは、ならない

わけですが、農林水産省においても、従来はそのような

総合的研究体制は作られていなかったわけで、この「新

国際センター」の発足によって、農林漁業の全体につ

いての、社会科学、自然科学を含めた総合的な研究的

取り組みが、本格的に実施されることになるものと思っ

ています。

「新国際センター」における研究内容としては、世

界食料需給の在り方、地球環境の保全と農林漁業の

役割、農村社会の健全な発展、などを主要な課題とす

ることにしていますが、これらの課題が解明されるこ

とによって、いま農政において取り上げ‘られている、

食料安全保障、農林水産資源の維持培養、農村地域社

会の活性化、といった国内政策についての国際的な位
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松本作衛

置づけを明らかにすることができるとともに、開発途

上地域や熱帯 ・亜熱帯地域における農林漁業分野の国

際協力や国際貢献の在り方について、その内容をより

地域の必要に即した、総合的なものとすることができ

るものと思っています。

特に、開発途上地域における急激な人口増加と農業

生産性の低下に基づく食料問題の深刻化や、地球的規

模における環境条件の悪化、と言った問題に対応して

全世界の農林漁業の持続的発展を図ることは、人類共

通の課題として緊急に取り組まねばならない状況にな

っているものと思われます。そのためには、先進国と

開発途上国との聞における多くの分野における協力が

不可欠になっており、我が国においても、政府資金援

助、国際協力事業団による支援事業、技術協力などの

事業が進められていますが、協力援助の効果を高める

上においても、技術面からの支援とそのための研究協

力が一層その重要性を増しつつあるものと考えていま

す。

「新国際センター」においては、これらの主要課題

に関する各種情報の収集とそのシステム的な分析を基

礎に置いて、開発途上地域や熱帯・亜熱帯地域におけ

る関係諸国との研究協力の在り方を総合的に作り上

げて行かなければなりませんが、その場合には、現地

の関係諸国研究機関における研究協力活動と、国内の

「新国際センター」及び、他の農林水産関係試験研究機

関における研究活動との分担提携関係が特に重要であ

るとともに、国際協力事業団等の関係機関との連携を

深める必要があるものと思います。

このようにして、「国際農林水産業研究センター」

が幅の広い組織的な研究活動を行うことによって、そ

の農政上の役割も明らかとなり、国際的研究機関とし

ての研究内容もより一層充実したものとなることがで

きるものと思っています。
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新センターへの期待

農林水産技術会議事務局長武政邦夫

国際農林水産業研究センターの設立に当たり、お祝

いの御挨拶を申し上げるとともに、この紙面をかりで

新センターへの期待を述べたいと思います。

新センターは、最近焦眉の急となっている地球的規

模の環境問題等、増大し多様化する研究協力要請に対

応するため、熱帯農業研究センターを発展的に改組し

て設立されるものであり、任務め多くを継承すること

になりますが、当然のことながら、新センターには新

たな役割、機能の発揮が期待されています。

新センターの前身である熱帯農業研究センターは、

「農林水産技術会議の20年」で「昭和45年 6月10日、

長い前史を経て熱帯及び亜熱帯地域の農林畜産業に関

する技術を研究の対象とする、極めて特色のある熱帯

農業研究センターが設置された」と、設立の経緯が述

べられております。「長い前史」とあるように、昭和

40年、当時の小倉会長の指示に基づき技術会議として

検討が開始され、特殊法人構想、暫定的な業務室の設

置、国会における審議等、幾多の好余曲折を経て、困

難な状況が重なった中で設立されました。

熱帯農業研究センターは、このような難産ではあり

ましたが、研究組織の面では、設立以来研究第二部、

調査情報部、基盤研究部、環境資源利用部、沖縄支所

の国際共同研究科等をこれまで次々と設置するなど組

織の充実を図り、また研究協力の面では、現在年間約

40名の長期在外研究員と90名の短期在外研究員を派遣

し、熱帯農業研究プロジェクト研究、環境資源、基盤

技術、地球環境等の研究を実施しており、また外国人

研究者の招へいも行ってお ります。このような研究組

織、研究活動の充実を通じて、熱帯農業研究センター

は東南アジアを中心とした国々や国際農業研究機関等

において一定の評価を得るまでになったと考えており

ます。

新センターは、新たな分野として水産分野の研究協

力の要請や、中央アジア地域、南米高緯度地域等熱帯

．亜熱帯の地域に限らない開発途上地域からの協力要

請の強まりに対応して、設立されることとなりました

が、その設立に当たって次のことを期待したいと思い

ます。

第一に、新たに研究協力を開始する水産分野と熱帯

-4 

－亜熱帯以外の開発途上地域の研究ニーズを的確に把

握し、受理 ・検討した上で、研究協力課題を重点化す

ることが求められています。研究協力においては、研

究者の継続的な派遣等多くの研究資源が投入されます。

したがって、研究ニーズの把握や課題化に割くエネル

ギーは、その後の研究の実施に当てるエネルギーと効

果の大小を考えると、必要かつ十分なものでなければ

なりません。このことは、新センターの新しい分野や

地域に限ったことではなく、従来の分野、地域につい

ても同じことが言えます。

第二に、新センターに対しては研究成果の現地への

迅速な広報が求められています。また、この活動は、

研究ニーズの把握と一体となることによってこそ、そ

の効果が上がるものと思われます。研究成果の提供の

場は、同時に研究ニーズの把握の場であることが望ま

しく、このような場として、国際研究シンポジウム、ワ

ークショップ等が考えられます。これらの場には、現

地の技術者、行政関係者との参加を容易にするため、現

地に近いところで開催するなどの配慮が求められます。

第三に、研究を笑施し、成果を挙げていくためには、

人材の育成 ・確保が重要であることはいうまでもあり

ません。このために農林水産省あげて人材の育成 ・硲

保に取り組む必要があると考えております。

さらに研究の効果的な実施を期すため、 外国人研究

者の招へいによって共同研究を一層促進するとともに、

研究の運営管理 ・評価の面にも外国人の参画を進める

べきと考えます。いずれもなかなか困難な課題ですが、

是非がんばっていただきたいと思います。

いずれにしても、新センターは松本会長の熱意と貝

沼所長をはじめとする関係各位の御尽力によりめでた

く発足することとなりました。

多くの期待と課題を担つての船出です。農林水産技

術会議事務局も精一杯の応援をいたしてますので関係

者の皆様の一丸となっての御努力により一段の飛躍を

とげ、さらに研究水準の高度化、研究情報のテータ ・

ベース化、システム化機能を主主備・充実させ、世界に

向けての研究情報の発信 ・受信基地として、また開発

途上地域の農林水産研究の内外における中核的拠点と

して発展していってほしいと心から願っております。
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歩み

一新たな領域を目指してー

国際農業研究協議グループ技術諮問委員会委員 キホ 健一

4半世紀という期間は、熱研を含めたどのような国

際的活動にとっても、その科学的妥当性と賞賛すべき

成果を達成するために当然必要とされる時聞の長きで

ある。熱研は熱帯及び亜熱帯地域における技術開発に

対する貢献を通じて、今日までに国際的に十分受け入

れられ好評を確立している。この偉業こそ熱研の研究

者及び支持部門の長い間の努力に基づく 、最も価値あ

る成果に外ならない。

この期間において一方では、多くの地球的な重要問

題が全世界の深い関心をよびおこした。特に途上国

にとっては深刻な問題が増加しつつある。人口爆発、

無計画な都市化、耕地 ・林地の減少及び荒廃、危機に

さらされつつある天然資源、一人当たりの食料生産の

停滞、などである。これらの問題はさらに次の三つの

重要な考え方の認識を深めた。第一は、生産システム

に関する問題の地域特異性であり、今後はいわゆる生

態地域的アプローチ一 地域的に特定された農業生態的

地帯に基づくアプローチーが必要となるであろう 。

第二は、生産システムが、物理的、化学的、生物的、

社会経済的な要素を包括する動的な複合体であるとい

うことの認識の必要性。第三は、生産性の持続的増加

の必要性であり、これはさらに生産性増加と資源保全

との調和によって達成されることである。

新センターの新しい発展は、これらの世界的な問題

に取り組むのにふさわしいものとして、強〈共感され

るところである。加えて、次の四つの事項を強調いた

したい。

1 ）地球的な科学的緊急問題 ：新センターの究極の

目標の一つである、途上国における農林水産業の生産

性の持続的増加に貢献するためには、生産性増加と持

続性という相Eに関連した二つの要素と取り組む必要

がある。

しかしながら、生産性の突破ーあるいは持続性の判定

．管理に関する科学的手法はまだ確立されていない。

すでに途上国関連ではCGIARが、先進国関連ではOECD
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が活動を開始しており、この問題を地球的な緊急研究

問題として取り組むといっ共通的な理解が成立してい

る。この方向は新センターの基本的方向にも沿うもの

と確信される。

2 ）専門分野に基づく活動 ：新センターにおける研

究分野（林業 ・水産業）及び地理的地帯 （温帯 ・冷涼

帯）の新展開に加えて、今後は協力国における社会経済

の発展に応じた研究ニーズも一層多様化するであろう。

これらに対応するために新センターは、知識 ・技術を

さらに向上し、より基礎的・本質的な科学的能力を深

化することが重要である。これに応えるものとして、

専門分野に基づく組織 ・配置は極めて望ましいもので

ある。最も重要なことは、多分野の協力によるプログ

ラム対応と各専門分聖？の科学水準の深化との調和であ

る。マトリックス構成は解決の一助となるかもしれな

し、。

3）連結したノfートナ一関係：パートナーの重要性

は多言を要しないが、これには組織的な面と内容的な

面とがある。最も重要なのは、両者が独自の人間関係

で連結されていることであり、これは密度の高い共同

作業から由来する相互の信頼、尊重、科学的没頭によ

って醸成される。

4 ）創成的な研究発起 ：研究の推進には核となる研

究者が必須で、ある。しかし、研究者は、自らの発起に

よって自己の最高能力を発揮するような熱中的な安堵

感と自信がない限り、推進の核となることを意識しな

い。全体の研究枠組みには機関的・組織的な手順が必

要であるが、その次に必要なのは研究者による研究発

起である。研究者は、有益な研究成果を創出するとい

う織烈な戦を遂行しつつも 彼等に保証されている研

究遂行上の十分な許容度に応えることが求められてい

るのである。

最後に、新センターの将来の繁栄を心から祈念いた

します。
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新研究センター

設立への祝辞

国際農業研究協議グループ議長 ビスノてナサンラジャコ‘／'Iラン

国際農業研究協議グループ （CGIAR）を代表して、

新国際農林水産業研究センターの貝沼所長に対して、

心からお祝いを申し上げます。この度、研究領域や海

外協力機関との連携を拡大、強化し、とりわけ農業研

究の国際的貢献をさらに推進されるとのことであり大

いに期待しております。

国際農林水産業研究センターの前身である熱帝農業

研究センターは、熱帯 ・亜熱帝地域における農業生産

の向上を研究の中心に据え、最近では限界地域等にお

ける環境研究の充実を図ってきています。こうした研

究課題を遂行するために、熱研センターは発展途上国

の研究機関や国際機関との密接な協力関係を築いてき

ました。また、熱研センターは、多くの研究者を海外の

国際及び国立農業研究機関に派遣し、共同研究を進める

中で、強固な地位と輝かしい実績を築き上げています。

研究の背景や内容及び発展途上国との協力関係にお

いて、新研究センターにはCGIARと共通の目的と特色

が引き継がれています。かつてCGIARの研究の中心

は、熱研センターと同様に生産性向上にありました。そ

の研究努力は着実に成果を上げ、とりわけ緑の革命の基

礎となる半綾性の水稲や麦品種を育成した国際稲研究

所(IRRI)や国際とうもろこし・小麦改良センター（CIM

MYT）における成功例はよく知られている所です。し

かしながら、今日では、CGIARは遺伝資源研究を含めた

育種分野の研究のみでは不十分であると考えています。

土壌と水の管理や環境を改善する研究を強化するこ

とも重要です。CGIARは、生産性と天然資源管理と

の調和を図ることを目指していますが、資源や環境破

壊が結局は人聞の側の問題であることを認めています。

研究課題を効果的に遂行するためには、生産の現場や

社会で、あるいはその地域や国立の研究機関で、人聞

が下す決断がどのようなインパクトをもたらすのかを理

解する必要があります。こうした理解の上で、初めて

生産性の向上と天然、資源の持続的管理との調和を図る

ことができると考えます。

発展途上国では、貧困が土壌、水及び森林資源の保

全を妨げる原因となっていること、そして持続型農業

こそカ、貧困から人々を救う鍵となっていることをよく

理解する必要があります。農家が明日の食料確保さえ

ままならないほど貧しくて、自分の土地や次の世代を

維持、養育できないのであれば、貧困からの解放こそ

が研究の大きな目標となるべきです。この点で、私は、

熱研センターの最近のニュースレターを読みながら、

その研究成果が、地域の状況をよく反映した農家の望

むものであることに大いに勇気づけられました。私達

は、国際的レベルにおいても、農家の要請にあわせて

研究を進めるという態度を堅持しなければなりません。

こうした課題は、農業研究における従来の専門分野の

範囲を越えたものです。したがって、高度な能力が要求

される分野では、研究機関が互いに補完しあいながら広

範な研究協力を進める必要があります。今回、国際農林

水産業研究センターとして組織が改編、充実されるにあ

たり、熱研センターがこれまで研究を蓄積してきた地域

において、国際協力の推進をいっそう強化する必要があ

ります。ニうした国際的アプローチは、とくに天然資源

の管理を扱う際に有効です。なぜならば＼私達を取り巻

く環境は地球全体であり、その課題は世界的な取り組み

によってしか解決できないものだからです。

熱帯における森林破壊や砂漠化、そして水産や遺伝

資源浸食に関する研究は、今後、新研究センターカ、さら

に強化する分野になると思います。こうした研究分野

は、農業の将来と環境問題の解決のために、最近、 CGI

ARが定めた主要な研究領域とよく一致するものです。

深刻化する環境問題は、その解決に向けた共通戦略

の中で、お互いがそれぞれの得意とする分野て、研究協

力を継続していくことによ ってのみ解決できるもので

す。新たな挑戦に向けて再編、強化された新国際農林

水産業研究センターは、その笑績や協力分担に基づい

て研究のパートナーシップを築くことが可能だ‘と思い

ます。また新研究センターは、全地球的に重要な課題

解決のために、日本がもっている農学研究と技術開発

能力を広範囲にわたって引き出す役割を果たすことで

しょう。私は、この過程でA国際農林水産業研究センタ

ーとCGIARが今までと同様に、将来においても実りあ

る研究協力を継続できるであろうと確信しています。

(Mr. Visvanathan Rajagopalan, Vice President of 

the World Bank and Chairman of Consultative 

Group on International Agricultural Research) 
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持続的農業を目指した

国際協力の新しい一章

国際稲研究所長クラウスランぺ

世界の多くの地域、工業国ばかりか農業が経済構造

上重要な国においても、過去10年以上にわたって、「食

料」への関心は非常に低かった。「環境」や「公平」、

「女性」、「都市化」といった問題に注意が向けられて

きたためである。

このような状況のもとで、アジアの主要工業国であ

る日本が、経済発展の基盤として、農村地域の役割を

認識していることは大いに励みになる。農林水産業に

おいて、相Jj_tこリンクした研究活動が今日ほど緊急に

求められていることはこれまでになかった。人類の歴

史において、食料生産と環境保謎が相互にかかわり、

結びついているという状況が今日ほど明瞭になってい

ることもなかった。

日本が、なぜ、農業や林業は他に任せ、工業分野の

研究に集中しないのかという疑問があるかも知れない。

それは、世界にとって、持続的で、環境に優しい食料

生産を実現していくことが、政治的にも、社会的にも、

そして環境的にも、「平和」を達成するもっとも重要

な課題だということであろう。

最近の予測によれば、 2025年には、 世界で一年に 7

億6500万トンの米が必要になるという。今日消費され

る米の約70%増の量である。しかし、これを達成する

ことは非常に困難である。というのは、過去の成長を

支えた条件の多くが、将来は期待できないからである。

すなわち、

・水田が住宅や工業、インフラ整備に転用され、面

積が減少していること。

. i荏i既システムの塩類蓄積や荒廃のためにその面積

と機能が低下していること。

・稲の栽培面積の70%以上には近代的高収量品種が

作付ーけされているが、こうした好ましい生育条件にも

かかわらず、収量は停滞していること。今までと同じ

収量を得るのにより多くの肥料が必要になっている。

・土壌浸食や、農民による熱帯林の伐採が進行して

し、ること。

農林水産業をベースにした永続的な生産システムの

開発のために、も っとも進んだ科学技術をも って貢献
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することは新センターの賢明な決断であろう。アジア

における人口の増加、農村地域で拡大する貧困、急速

に進む都市化、そして再生不能な天然資源の損失は一

般の人々にもよく知られるようになっている。

IRRIでは、稲作に関して、アジアの異なる生態系

のもとで一連のプロジェクト研究を計画してきた。そ

の一つに、この地域の食料供給と生産システムに大き

なインパクトが予測される巨大プロジェクトがある。

その研究は、

－布Jの濯i既生態系において現在頭打ちになっている

収量を高めること。

－稲の集約的な濯概栽培における生産性の低下傾向

を反転させること。

－将来の世代のために稲の遺伝資源の収集および保

存の改善を図ること。

－持続的な病虫害管理のために稲の生物多様性の開

発を図ること。

－稲 小麦作付けシステムの改良を図る こと。

また、科学的なブレイクスルーにつなカ、る技術開発

をめざした先端プロジェクトには、

－アポミクシス（単為生殖）、すなわち無性生殖による

種子生産の方法の開発。これによって貧しい農民は、高

価なハイブリ ッド種子を買わなくてもすむようになる。

－稲における共生窒素固定の評価。

－アレロパシー（他感作用）や生物的方法を利用し

た雑草防除。

・畑地における持続的作付けシステムのための多年

生稲植物体の開発。

IRRIだけではこの仕事はできない。各国の農業研究

システム、とくに日本の経験豊かな機関との協力が必要

である。この点で、新センターが使命を広げたことは非

常に重要で、ある。IRRIの、日本との30年以上に及ぶ協力

は非常に成功してきた。私たちは、こうした伝統が堅固

とした基盤となって、新国際センターとの新しい、より

実りある関係の樹立に役に立つことを確信している。

(Dr. Klaus Lampe, Director General of International 

Rice Research Institute) 
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新センターの概要

21世紀に向け新たな船出
国際農林水産業研究センターは、熱帯農業研究セン

ターを改組し設立され、 1993年10月1日から新たな研

究活動を開始しました。この研究センターは、これま

での熱帯 ・亜熱帯を対象とした研究活動をさらに発展

させ、開発途上地域における食料 ・農林水産業問題及

び地球的規模の環境問題等の解決に、農業の技術研究

を通して貢献することを目的としています。

1970年に設立された熱帝農業研究センターは、熱帯

・亜熱帯地域を対象に農林業生産の向上に関する共同

研究を進め、開発途上国の農業発展に寄与してきまし

た。しかし、近年、国際情勢が大きく変わり、深刻化

する食料問題に加え、干はつ ・過放牧による耕地 ・草

地の砂漠化、生物の多様性の後退や遺伝資源の滅失等

さまざまな問題が号｜き起こされています。

国際農林水産業研究センターでは、このような世界

情勢の変化を背景に、旧センターの研究成果を生かし、

さらに開発途上諸国から寄せられる研究協力要請に、

より的確に応えるため、次のような研究体制の整備が

図られます。

研究分野の拡大 ：開発途上地域の食料・資源 ・環境
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問題等に総合的に対処するため、新たに水産研究分野

が加わります。

対象地域の拡大：熱帯 ・亜熱帯に温帯 ・J令涼帯を加

え、中国東北部や中央アジア地域等の研究協力の要請

にも応えられるようになっています。

情報システムの整備：農一林水産業に関する情報を体

系的に整理 ・分析し、当該国の研究協力をより効果的

に進めることができるよう情報システムの整備と機能

の強化が図られます。また、社会経済研究の強化と、

共同研究を円滑に進めるため研究企画に係わる調整機

能の整備が図られます。

連携の強化： 国内の試験研究機関等の協力を得なが

ら、国外の関連機関等との連携をより密接にとり、開

発途上地域の農林水産業に係わるさまざまな技術問題

と取り組む研究計画がたてられています。

国際農林水産業研究センターは、 9部（企画調整部、

総務部、海外情報部、生物資源部、環境資源部、生産

利用部、畜産草地部、林業部、水産部）1支所 （沖縄）

から構成され、職員数は167名、うち123名が研究に携

わる体制が組まれています。
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。。。。
企画調整部 一共同研究の企画と調整

企画調整部は、研究企画科、連絡調整科、海外研究

交流科と研究技術情報官及び情報資料課で構成されて

います。当センターでは、他の試験研究機関の協力を

得て、開発途上諸国との共同研究を進めていますが、先

の3科では研究の円滑な推進を図るため、総合的な企

画、長期 ・短期在外研究員の派遣及び招へい計画の立

案と実施、外国や国内関係機関との連絡調整を行って

います。近年、特に開発途上国から日本へ派遣される

研究者が増加していますが、こうした方々を支援する

さまざまな業務も分担しています。

また、研究技術情報官は、研究成果の広報活動を中

心に他の研究機関との連携及び技術情報に係わる連絡

業務を担っています。情報資料課では国内外の図書資

料の収集・笠理と提供及び機関誌の編集 ・刊行 ・配付

総 務部

－海外業務管理課の新設

総務部は、庶務課、会計謀、海外業務管理課及び海

外服務専門官で構成されています。

庶務課 （庶務係、人事係、厚生係）では、文書の桜

受 ・発送・官印の管守、職員の勤務時間及び休H段、各

種証明書の発行、職員の任免及び懲戒 ・服務 ・人事記

録 ・定数 ・給与決定 ・退職手当・人事統計 ・研修及び

資質の向上・ 表彰 ・共済組合 ・職員の災害補償、宿舎

の運営、職員の健康管理 ・福利厚生等の事務を担当し

ています。

会計課 （主計係、 会計係、監査係、用度係）では、

予算及び決算、算出予算の配分、契約等の実施計画及

び支払計画、小切手等の振出し及び交付、給与及び旅

費の支払、債権の管理、歳入の徴収、計算証明、契約

の確認、経費の整理、支出 ・徴収決議書等審査、製造

委託及び買入物件等の調達及び検収、物品の管理、財

産の管理、一般労務者の作業管理、庁中取締リ、職員

の安全保持等の事務を担当しています。

海外業務管E里課 （海外服務専門官、海外業務調整係、

海外前渡資金係、海外物品係）では、在外研究員及び

派遣職員の服務 ・健康管理 ・福利厚生及び公務災害補
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を行っています。現在約 6万冊の図書資料があります

が、海外の農業研究や技術についての文献情報をさら

に充実させているところです。この他にも、国際シン

ポジウム等を開催し、新しい技術研究情報を交換しな

がら開発途上国との連携強化を図っています。

国際シンポジウム

図書館の内部

4ト

一般公開

イ賞、海外における事務の調整及び指導、在外研究員へ

の海外における事務情報の提供、海外における経費の

整理 ・計算証明・契約担当官及び資金前渡官更の任免

・資金前渡、海外物1fi'lの管理 ・発送等の事務を担当し

ています。
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海外情報部 情報の調査と提供－

海外情報部では、開発途上地域諸国の農林水産業に

関する諸情報を収集し、分析整理して国内外の需要者

に対して的確な情報を提供します。世界各地の開発途

上諸国で、農林水産業の研究を効率的に推進するため

には、その背景となる各地域固有の自然生態環境や、

国民の生活、経済活動の中に占める農林水産業の位置

付けやその動向、技術などの実態把握が必要です。国

際研究情報官は、担当する調査対象地域［アジア I（東、

東南アジア、オセアニア）、アジアII（南、西、中央アジ

ア、中近東、北アフリカ）、アフリカ（サハラ以南）、

ラテンアメリカ（中南米、カ リブ海）、先進国・国際

機関］や問題［地球環境保全、食料需給動向、農山漁

村開発］に応じて、現地調査を含め各地域の農林水産

業に関する情報を組織的に収集し、それらの現状を分

析・統合化して情報の提供を行います。これらの情報

に基づき当センターが実施する技術開発の重点方向を

明らかにし、研究戦略や研究プロジェクトの策定に役

立てます。またこれらの情報の有効利用を図るため、

文献資料や図、牢真等の映像情報を含む多様な情報を

種類別に整理して蓄積した各種のテータベースを構築

し、テータ通信網を利用して需要者に迅速に提供でき

るようにするための情報処理技術の開発を行います。

情報処理室

海外現地調査（インドネシア）

生物資源部 一生物多様性の保全・利用

生物資源部では、開発途上地域において生物資源

を保全し、その有効利用を図るための研究協力を行

っています。そのため当部では、現存する生物の多

様性を解析し、その保存技術を開発します。多様性の解

析については、種レベルはもちろんのこと、種内の遺

'"'1・4
東南アジアのマーケット（マレイシア・コタノVレ）

10-

伝的変異を酵素やDN Aレベルで調査し、遺伝的変異

の豊富な地域を見いだすとともに、多様な生物種の類

縁関係を明らかにします。また、こうして得られた知

見をもとに、生物資源を効果的に次代に引き継いでい

けるよう、生物多様性の保全のための技術開発を行い

ます。生物資源部で、はさらに、農業生産の長期的、持

続的向上を図るため、病害虫抵抗性や環境ストレス耐

性などの生物機能を詳しく調べ、その機作を明らかに

し、育種や飼養 ・栽培技術の基礎を確立します。この

うち、とくに遺伝的な制御機構については、遺伝子を

同定してその機能を調べ、画期的な新品種育成のため

の可能性を探ります。また、近い将来予想される食

料危機への対応も、きわめて緊要な課題です。このた

め当部では、開発途上地域に収集保存されている遺

伝資源の特性評価を行い、育種への有効利用をはかる

とともに、分子生物学的手法の利用など新しい育種技

術を開発することによ IJ、開発途上地域における育種

事業を積極的に支援します。

＼ 
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環境資源部 地域・地球の農業環境保全一

開発途上地域においては、これまでの農業は、地域

の環境保全や農業の持続性をおろそかにし、生産性の

向上や、労働生産性の向上に傾注しすぎたように考え

られます。しかし一方において、地域の環境保全、ま

た大きくは地球的規模の環境悪化が生じ、農林水産業

の持続性も一部の地域では危倶されるようになってき

ました。これらの環境問題は人口増加、人間活動の広

域化に基づく農業以外の活動に大きく影響されていま

すが、農林業自身の活動もプラスの面、マイナスの面

と環境問題に深く係わりを持っています。

以上のことを踏まえて、将来の人口増に備えて、農

林水産業の開発に必要な、士、水、気象、植生等の資

源の評価を行い、環境と調和のとれた利用技術を検討

し、さらに管理・保全技術の開発を行います。対象と

する地域は乾燥地、湿地、荒廃農耕地等であり、これ

らの農業環境資源の環境容量、物質循環等の機能を時

間的空間的に把握評価し、各々の生態系と調和した環

境保全型農業の確立を目指します。

また砂漠化防止技術、荒廃農耕地回復技術、メタン

生成抑制技術等の地球的規模の環境保全技術の開発を

進めていきます。

中国乾燥地土壌資源の評価

生産利用部 一食料の安定的確保のために－

途上国は、増大する人口を養うため、 21世級に向け

食料自立 （Self Reliance）の達成とその維持が緊急の

課題であり自国民に対し、適正な品質の食料を安定的

に供給するため、各種の農業技術の開発が迫られてい

ます。このため、生産利用部では、水稲、畑作物、果

樹等各種の多様な農産物について、限られた農地の集

約的高度利用を図り、環境に投入する化学的資材量を

抑制しながら、生態系に調和した安定的生産性向上技

術の開発を行います。また、収穫物の品質保持、付

加価値向上技術など、生産から利用加工まで一貫した

研究開発を推進して、現地に適した合理的、安定的作

物生産体系の確立をはか I）、途上国の地域開発に寄与

します。

以上の目的を達成するため、生産利用部では、作物

栽培技術、作物保護技術、 基盤整備技

術、機械化作業技術、農産物の利用・

加工技術、農業経営の改善方策の開発

等にかかわる試験研究を行うとともに、

これら技術を有機的に組合せ、社会、

経済的要因を考慮した技術の総合化研

究を行い、さらに、農産漁村振興に関

する地域開発研究を行います。

環境条件を生かした多様な作物の持続的栽培
（インドネシア）
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畜産草地部 一地域生態を生かした畜産－

開発途上地域の畜産においては、家畜の低生産性、

貧弱な飼料生産基盤、家畜衛生の不備に加え、過放牧

による砂漠化、草地開発にともなう森林減少等の環境

問題も起きています。畜産草地部では、対象地域を熱

帝 ・亜熱帯以外にも拡大し、地域の自然環境資源や社

会経済活動の特性を活かした持続的畜産技術について、

グローパルな視点での戦略的研究協力を行います。

そのため、①家畜生産の分野では、家畜の改良及び

増殖、家畜の栄養及び飼養管理の改善、飼料資源の開

発及び利用等を、②草地の分野では、牧草 ・飼料作物

の導入及び栽培技術、草地の造成及び改良、草地資源の

保全及び管理技術等を、③家畜衛生の分野では、家畜

疾病の診断及び防除、有害物質による障害の防除、家

畜のストレス及び代謝障害の防止技術等を開発します。

さらに、④畜産物の品質保持及び利用 ・加工、畜産

廃棄物の処理 ・利用、 家畜遺伝資源の評価・利用、 畜

産を中心としたアグロフォレストリー技術の確立も重

要な課題です。

ココナツ・プランテーション内の肉牛放牧（ノてヌアツ）

パンパスにおける冬期の肉牛放牧（パラグアイ）

林業 音B 一森林の再生と利用－

森林は水の継続的な供給、建築資材や燃料 ・飼料・

医薬品の提供など、地域に大きな役割を担っています。

しかし、開発途上国を中心に森林の消滅と質の低下が

急速に進み、住民への；ぷ響は年を追うごとに拡大して

います。今、荒廃した森林の早急な回復と残存する森林

の節度ある利用は、現在最も重要な途上国問題のーっと

して世界的に認識されています。このため、林業部では

荒廃林地の回復や劣化が著しい二次林の緑化と、質の

向上を可能にする技術の開発と、地域住民による農 ・

林複合システムの構築に寄与する研究をすすめます。

また、森林岐壊の裏には森林が住民にと ってそれほど

魅力的ではない姿があります。資源としての森林の価

値を高めるために住民にとって価値の高い郷土の有用

樹磁の造林技術を、適地適木を考慮して樹種や地域ご

との立地特性、生育特性などを調べ、同時に病虫獣害

などを防除する方策を検討しながら開発します。さら

に、地域住民の利益に直結する森林資源の継続利用 も

非常に重要で、そのため次代の更新が容易な収様方法

や地域に導入が可能な簡便で小規模な林産物の利用技

術の開発に向けた研究をすすめます。同時にこれらの

個別技術を基本として地域循環型の小規模な林業生産

．林産物利用システムを構築することを目指します。

＼ 

フィリピン ・ルソン島の荒廃林地

（植林を主とした新たな土地利用が必要）
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7J< 産 いま、基礎的な水産研究を－

開発途上地域の多くの国は、住民へのタンパク質供

給と輸出産業の育成のために、近代的漁獲技術や集約

的な養殖技術を導入しました。この結果、有数の漁業

国に成長し、水産物が重要な輸出品目となった国も多

くあります。しかし、水域生態系の把握や資源管理、

環境保全の意識が弱いままに近代技術を導入したため、

乱獲による資源の枯渇、魚、病の発生、自家汚染、赤潮

の発生、自然環境の破壊等の深刻な問題が発生してい

ます。また、開発途上地域では水産物の品質管理が十分

ではなく、流通機構が未整備で、水産物の有効利用上

の問題が指摘されています。

これら開発途上地域で、持続的な漁業や養殖業を行

い、水産業を地域産業として健全に発展させるには、

資源管理を行い、環境との調和を考えた養殖を実施す

るとともに、水産物を有効利用することが重要です。

このため、水産部は、地域に合った資源管理手法の開

発、種首生産や養殖技術の開発、漁場造成や保全技術

の開発、水産物の有効利用と合理的な保蔵 ・流通技術

国際農研ニュース Vol.1(1993) 

の開発等の研究を実施するとともに、これを実施する

上で重要な対象魚介類の分類学、生理学、生化学、生

態学的研究、水域の生態系、海洋動態、生物生産、水

域保全等の基礎的な研究を行います。また、漁業生産

構造に関する研究、地域における農業や畜産等の他産

業と調和した水産業形成に関する研究を実施します。

'~/1-----., －守－ 叩圃ー－：tョ：ョ

タイの水産加工品

沖縄支所 一熱帯農業への階

支所の所在地、石垣市は東京から南西へ2100km、自

然に恵まれた我が国最南端の都市であり、年平均気温

は23.8℃、亜熱帯海洋性の湿潤気候に属しています。

当支所は、国内の他の試験研究機関では実施し得ない

熱帯・亜熱帯の農業技術の開発、 研究を行うとともに、

熱帯と温帯の農業技術の相互の導入を図る研究拠点と

して位置づけられ、その国際的役割を果たそうとして

います。具体的には、熱帯 ・亜熱帯有用作物の導入じ

ゅん化 ・栽培、熱帯作物の育種、熱帯果樹の導入 ・栽

培などの基礎的研究、亜熱帯条件を活用しての世代促

進による品種改良の効率化、亜熱帯における病害虫の

沖縄支所

生態解明と防除、地力の維持・増進などの研究を実施

しています。ここでの研究成果は、広〈海外の熱帯及び

我が国南西諸島を含む亜熱帯地域の農業技術の改善、

新技術の創出に役立てられています。また、当支所で

は熱帯・亜熱帯地域における地球環境保全と生物資源

の最適利用技術の研究を国際共同研究によ って推進し

ています。現在、この共同研究では、開発途上国より

第一線で活躍中の研究者10名を招へいし、支所研究者と

共同研究を推進しています。これに対する海外での関

心は高〈、参加を希望する研究者も多数あり、国際的

に高い評価と期待が寄せられています。

招へい共同研究員

q
u
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II基盤技術研究部主任研究官

II基盤技術研究部主任研究’白

II基盤技術研究部主任研究官

II研究第一部主任研究官

II基盤技術研究部主任研究官

II !&!Vi技術研究部主任研究官

II J,'；~＆技術研究百｜；主任研究官

II基盤技術研究部主任研究’自

II 基盤技術研究部主任研究’自

H基盤校術研究部主任研究官

II研究第一部主任研究官

II研究第二部主任研究官

II j&鉱技術研究部主任研究官

民 '.!l,;11/I＇’先センター
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II主任研究官

II研究第一音II主任研究官

II環筑資源利用部主任研究官

II環境資源相阿部主任研究官

II研究第一部主任研究官

II研究第一部主任研究官

II 環境資源利用部主任研究官

1品業研究センタ
耕地利用部主任研究’白

熱帯農業研究センタ
JJ;i境資；11:l利用音II

II研究第一部付

II！，長境資源利用音II

民;i;J坑J;H主！1>1,W,ti•li1.11;):c：泊。百J,'((
;1,;,. 'i. 悠·i~＇且l干•J ：；！；＇判i,il,'.JJ'tf,lf’先':iik

II環境管理部（影響調査研究室）

熱帯股主主研究センタ
研究第一部長

海外情報部国際研究情報官

海外情報部国際研究情報官

海外情報部主任研究官

海外情報部主任研究官

海外情報部

海外情報部Hi・任

海外情報部付

海外情報部付

生物資源部長

生物資源部主任研究官

生物資源部主任研究官

生物資ii京都主任研究宮

生物資源部主任研究官

生物資源部主任研究官

生物資源部主任研究官

生物資源部主任初｜究官

生物資｛！！日部主任研究官

生物資源部主任研究官

生物資源昔日主任研究官

生物資源音II主任研究官

生物資源音｜；主任研究官

生物資源音II主任研究官

生物資源音II主任研究官

生物資源音｜；

生物資源音｜；付

生物資源昔日｛j↑任

環境資ilk部長

環境資源音II主任研究官

環境資源音II主任研究官

環境資源音II主任石ff究官

環境資源部主任研究官

環境資源音｜；主任研究官

環境資源部主任研究’自

環境資源音II主任研究官

環境資源音II主任研究官

環境資；mt昔日

環境資源昔日付

環境資源音II

環境資源音Iliff任

環境資源音／I併任

生産利用部長
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研究第二部主任研究官
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II研究第一部主任研究官

ll研究第一昔II主任研究官

凶国j品業試験場作物開発
部栽培生理研究室長
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II研究第二部主任研究官

II研究第二部主任研究官
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II研究第二部長
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生産利用音II主任研究官
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生産利用部主任研究官

生産利用部主任研究官

生産利用部主任研究官

生産利用部主任研究官

生産利用部主任研究官

生産利用音fl主任研究官

生産利用音fl主任研究官

生産利用部主任研究官

生産利用音II

生産利用音II

生産利用音II

生産利用苦II

生産相JJ十l音II

生産相l用音｜；

生産利用古fl付

«i産 l~；：地音｜；長

1布、産.i,'i；也昔｜；主任研究主1

?.'i産.i,'if也音I；主任研究官

&i産草地古｜；主任研究官

畜産ヰfI也音II主任研究’自

?.'ii!fi1','( t也音｜；主任石ff先古

市,Tu.i,'d也音｜；主任研究官

畜産草地音II主任研究’自

畜産車地古｜；

商産草地音j,jjj任

林業部長

林業苦｜；主任研究官

林業部主任研究官

林業部主任研究宮

林業音［，主任研究官

林業音［，主任研究官

林業部主任研究官

水産書店長

水産苦｜；主任研究官

水産古lifjj任

水産苦lifi1任

,q，総支所長

,Nill支所fl下務課長
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［ ］内は研究介野

イ 企画調整部 ／ (10）研究企剛連絡調割問究交流科・研

究技術情報官・情報資料課

ゼ 登 部 7(22）庶務課（謀長補佐・庶務係・人事係厚生係）
会計課（主計係 ・会計係・監査係・用度係）

海外業務管理課（海外服務専門官・海外業務調整

係・海外資金前渡係・；毎夕十物品係）

一ダ 海外情報部 ／ (14）国附，情報官（… ．アジ

中南米．国際機関・食料・農山漁村・環境）

務

G v十 lイ 生物資源部 ／ (15) 
員会 ｜｜イ 環境資源部 ／ (15) 
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系・ポス トノ＼ーベス 卜・食品加工・農業経営］

-i畜産草地部 ア （10) ［家畜生産 ・草地資源・家畜衛生］

一五 林 業 部7(9) ［産業造林・荒廃林再生・林産物利用・林業シ
ステム］

一五 水 産 部 ア （7) ［資源管理 ・増養殖 ・水産加工］

-i沖 縄 支 所l(41）庶務課（庶務係会計係）
TEL 09808(2)2306 

国際共同研究科・作物導入栽培研究室・作物育
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